
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
原色および中間色を任意に設定可能な映像表示装置を複数台、それぞれの表示映像が隣接
して表示されるように配置したマルチディスプレイ装置であって、
前記映像表示装置は各色ごとに色相、彩度および明度を選択できる色選択手段と、
前記色選択手段の選択色を表示する選択色表示部と、
を備え、

ことを特徴とするマ
ルチディスプレイ装置。
【請求項２】
前記色選択手段は、カラーパレットより色相および彩度を選択できる色相・彩度選択部と
カラーパレットより明度を選択できる明度選択部を備えたことを特徴とする請求項１記載
のマルチディスプレイ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の映像表示装置の表示画面を構成するマルチディスプレイ装置に関する
ものである。
【背景技術】
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前記色選択手段は、それぞれの前記映像表示装置に対応した表示映像の略中心部に表示し
、前記選択色表示部は、前記色選択手段の表示映像の周囲に表示する



【０００２】
　近年、コンサートやイベントの会場などにおいて、視覚的な効果を狙って巨大なスクリ
ーン上に映像を表示させるような場合が多くなってきており、このような装置として、複
数の映像表示装置の表示画面を構成するマルチディスプレイ装置が使用されているのが一
般的である。マルチディスプレイ装置では、観察者に違和感を与えないようにするため、
各表示画面の連続性が要求される。
【０００３】
　以下に従来のマルチディスプレイ装置並びにマルチディスプレイ装置における色度調整
方法について説明する。
【０００４】
　従来、マルチディスプレイ装置における色度調整方法は特開２００２―１１６７４９号
公報に記載されたものが知られている。その機能を有するプロジェクターの構成を示すブ
ロック図を図４に示す。マルチディスプレイ装置としては図４の機能を有する映像表示装
置を複数台用い、表示される映像が隣接するように配置されているものとする。図４にお
いて、１１１はＹＵＶ信号をＲＧＢ信号に変換するＲＧＢ変換機であり、１１２はＲＧＢ
信号とＹＵＶ信号の経路を切り替えるセレクターである。１１３は映像信号に対しガンマ
補正を行うガンマ補正部であり、１１４は入力された映像信号の色度を希望する色度にな
るように調整する色度調整部である。１１５は映像信号を表示デバイスに送出する表示デ
バイス駆動部であり、１１６は映像を投影する投影部である。１１７は色度調整部にパラ
メータを設定する制御部であり、１２０は入力ポートであり、パラメータを演算するため
のパーソナルコンピュータを接続しデータを受信する。
【０００５】
　以上のように構成された従来のマルチディスプレイ装置について、以下にその動作につ
いて説明する。まず、原色の色調整をするために、各映像出力装置に対し原色映像信号を
入力する。その際の各色の色度を色彩色度計により測定し、パーソナルコンピュータに値
を入力し、それぞれの映像表示装置より出力される原色の色度が一致するように計算を行
い、制御部１１７を介し、入力ポートよりパラメータを色度調整部１１４に設定する。以
上の手順により、各映像表示装置の色度が均一になるように調整を行う。
【特許文献１】特開２００２―１１６７４９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら上記の従来の構成では、色度を調整するためには映像表示装置ごとに原色
の色度および輝度を測定する必要がある。また、正確に色度を一致させるには真暗な部屋
で測定を行うことが前提であり、実際使用される環境では真暗な環境を実現することが非
常に困難であり、また測定を行うことも困難な場合が多く、最終調整は目視により行う必
要があるという問題点を有していた。
【０００７】
　本発明は上記従来の問題点を解決するもので、簡単にカラーマネージメントを行うこと
ができるマルチスディスプレイ装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の請求項１に記載の発明は、原色および中間色を任意に設定可能な映像表示装置
を複数台、それぞれの表示映像が隣接して表示されるように配置したマルチディスプレイ
装置であって、前記映像表示装置は各色ごとに色相、彩度および明度を選択できる色選択
手段と、前記色選択手段の選択色を表示する選択色表示部と、を備え、

ことを特徴とするマルチディスプレイ
装置である。
【０００９】
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前記色選択手段は
、それぞれの前記映像表示装置に対応した表示映像の略中心部に表示し、前記選択色表示
部は、前記色選択手段の表示映像の周囲に表示する



 本発明の請求項２に記載の発明は、前記色選択手段は、カラーパレットより色相および
彩度を選択できる色相・彩度選択部とカラーパレットより明度を選択できる明度選択部を
備えたことを特徴とする請求項１記載のマルチディスプレイ装置である。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように本発明は、マルチディスプレイ装置における色調整の際に、真暗な環境が
必要なく、かつ測定を行うことなく、カラーパレットから色を選択し、選択色を周囲に表
示させることにより、他の映像表示装置と簡単に色を均一に調整することができるという
優れた効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について、図１から図３を用いて説明する。
【００１３】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明のマルチディスプレイ装置の全体構成を示す図であります。
【００１４】
　図１において、１～４は液晶プロジェクターであり、透過型の液晶型の液晶表示デバイ
スに画像を形成させ、これらに光源から光を照射してその透過光を投射レンズによりスク
リーン上に投影させる公知の構成である。それぞれの表示映像が隣接して投射されるよう
に設置されている。各プロジェクターより表示されている映像１０１～１０４は色調整を
行う際に表示させる色調整パターンであり、１１～１４は色選択手段であり、各色の色相
、彩度および明度をカラーパレットとして表示したものである。２１～２４は色選択手段
１１～１４において選択された色を表示する選択色表示部であり、色選択手段１１～１４
は液晶プロジェクター１～４に対応した各表示映像の略中心部分に表示し、選択色表示部
２１～２４は色選択手段１１～１４の各表示映像の周囲に表示されている。
【００１５】
　図２は、本発明の色選択手段１１～１４の構成を示す図であります。
【００１６】
　図２において、３１～３４は色相および彩度を選択するカラーパレットより構成された
色相・彩度選択部であり、４１～４４は明度を選択するカラーパレットより構成された明
度選択部である。
【００１７】
　図３は、本発明を備えた映像表示装置（液晶プロジェクター）１の構成を示すブロック
図であります。
【００１８】
　図３のように液晶プロジェクター１は１１１はＹＵＶ信号をＲＧＢ信号に変換するＲＧ
Ｂ変換機であり、１１２はＲＧＢ信号とＹＵＶ信号の経路を切り替えるセレクターである
。１１３は映像信号に対しガンマ補正を行うガンマ補正部であり、１１４は入力された映
像信号の色度を希望する色度になるように調整する色度調整部である。１１５は映像信号
を表示デバイスに送出する表示デバイス駆動部であり、１１６は映像を投影する投影部で
ある。１１８は色調整の際に用いるパターンを作成する色調整パターン作成部である。１
１７は前記色調整パターン作成部において決定した色に基づいたパラメータを色度調整部
１１４に設定する制御部である。
【００１９】
　以上の様に構成されたマルチディスプレイ装置における原色または中間色を調整手順に
ついて、図１、図２、図３を用いてその動作を説明する。
【００２０】
　まず、液晶プロジェクター１において色調整を行うために、色調整パターン作成部１１
８より図１に示す色調整パターンを表示する。色選択手段１１の色相・彩度選択部および
明度選択部には調整する原色および中間色の近傍の色相、彩度および明度の色がカラーパ
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レットとして表示されている。さらに、このカラーパレットより選択した色が色選択手段
１１の周囲の選択色表示部２１に表示される。この選択色表示部２１に表示された色が、
他のプロジェクターの選択色表示部２２～２３と等しくなるように、色選択手段１１に表
示されたカラーパレットより色を選択する。
【００２１】
　次に色調整パターン作成部より選択した色データを制御部１１７に送る。次に制御部１
１７より色度調整部１１４に色データに基づいた値を送出する。ここで色度調整部１１４
では（数１）で表せる行列により色調整を行う。
【００２２】
【数１】
　
　
　
　
　
　
　例えば、色データが８ｂｉｔで構成され［Ｒ，Ｇ，Ｂ］と表示されるとする。変更前の
原色の赤は色データでは［２５５，０，０］とあらわされる。次にカラーパレットから色
データ［２２０，１０，１０］となる値を選択したとすると、色度調整部１１４には（数
２）に示す値が設定される。
【００２３】
【数２】
　
　
　
　
　
　
　
　以上のように本実施の形態によれば、隣接するプロジェクターの選択色表示部に表示さ
れる色を比較しながら、色選択手段１１に表示されたカラーパレットより設定すべき色選
択を行うことができ、非常に簡単にマルチディスプレイ装置の原色および中間色調整を行
うことができる。
【００２４】
　液晶プロジェクター１～４はそれぞれの表示映像が隣接して投射されるように設置され
、かつ色選択手段１１～１４は液晶プロジェクター１～４に対応した各表示映像の略中心
部分に表示され、選択色表示部２１～２４は色選択手段１１～１４の各表示映像の周囲に
表示されているため、隣接する表示映像の選択色表示部の色相、彩度および明度を互いに
比較しながら調整することが可能であり、各液晶プロジェクターの表示映像のバランス調
節が容易である。
【００２５】
　なお、以上の説明では１～４は液晶プロジェクターとしたが、映像を隣接して表示させ
ることができる表示装置であればこれに限定されない。例えば、反射型デバイスを用いた
反射型プロジェクターにも適用可能である。
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明にかかる映像表示装置は、マルチディスプレイ装置における色調整の際に、真暗
な環境が必要なく、かつ測定を行うことなく、カラーパレットから色を選択し、選択色を
周囲に表示させることにより、他の映像表示装置と簡単に色を均一に調整することができ
るという優れた効果を有し、コンサートやイベントの会場などにおいて、視覚的な効果を
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狙って巨大なスクリーン上に映像を表示させるような大型視覚装置として有用である。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の実施の形態１に係るマルチディスプレイ装置の全体構成図
【図２】本発明の実施の形態１に係る色選択手段の構成図
【図３】実施の形態１に係る液晶プロジェクターの構成を示すブロック図
【図４】従来の色度調整機能を有するプロジェクターの構成を示すブロック図
【符号の説明】
【００２８】
　１，２，３，４　液晶プロジェクター
　１１，１２，１３，１４　色選択手段
　２１，２２，２３，２４　選択色表示部
　３１，３２，３３，３４　色相・彩度選択部
 ４１，４２，４３，４４　明度選択部
　１０１，１０２，１０３，１０４　色調整パターン
　１１１　ＲＧＢ変換機
　１１２　セレクター
　１１３　ガンマ補正部
　１１４　色度調整部
　１１５　表示デバイス駆動部
　１１６　投影部
　１１７　制御部
　１１８　色調整パターン作成部
　１２０　入力ポート

10

20
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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